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関東地方ならびに茨城県の方言文献リストについて 
 
１ 収録対象 
・関東地方の方言に関する「方言書目」と「方言論文」 

リストでの表示  【方言書目：関東】【方言論文（資料）：関東】 
・茨城県の方言に関する「方言書目」と「方言論文」 

リストでの表示  【方言書目：茨城】【方言論文（資料）：茨城】 
 
２ 収録期間 
・方言書目の収録期間 
関東方言  1952年～概ね 2000年ごろまで 
茨城方言  江戸末期～1979年まで 

・方言論文の収録期間 
関東方言  1910年～概ね 2000年ごろまで 
茨城方言  1897年～概ね 2000年ごろまで 

 
３ 蔵書情報 
・文献一覧には、茨城県内の大学・公共図書館等における方言文献の蔵書情報を示した。 
・蔵書情報は、図書館名の略称で示してある。略称と正式名称の対応は以下のとおり。なお、

図書館略称の後の「（復刻版）」「（複製）」は、当該図書館に 復刻版 あるいは 複製 が所蔵さ
れていることを示す。県内公立図書館の所在地等については、「茨城県の図書館ガイド」を参

照されたい。（→http://www.lib.pref.ibaraki.jp/home/iba_guide/tosyokan.htm） 
・茨城県内公共図書館のうち下記にない図書館については、今回の調査で方言文献を確認でき

なかった。 
 

略称 ： 正式名称 

国研 ： 国立国語研究所 
茨大 ： 茨城大学図書館 水戸本館 
茨大(農) ： 茨城大学図書館 農学部分館 
茨大教育図書室 ： 茨城大学教育学部図書室 
筑大 ： 筑波大学附属図書館 
筑大(復刻版) ： 筑波大学附属図書館 
筑大(複製) ： 筑波大学附属図書館 
常磐大 ： 常磐大学情報メディアセンター 
茨キリ ： 茨城キリスト教大学図書館 
県図 ： 茨城県立図書館 
県図(復刻版) ： 茨城県立図書館 
水戸中央 ： 水戸市立中央図書館 
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水戸見和 ： 水戸市立見和図書館 
日立記念 ： 日立市立記念図書館 
日立十王 ： 日立市立十王図書館 
土浦 ： 土浦市立図書館 
石岡 ： 石岡市立中央図書館 
ゆうき ： ゆうき図書館 
下妻 ： 下妻市立図書館 
常総 ： 常総市立図書館 
常陸太田 ： 常陸太田市立図書館 
高萩 ： 高萩市立図書館 
笠間 ： 笠間市立笠間図書館 
取手 ： 取手市立取手図書館 
つくば中央 ： つくば市立中央図書館 
鹿島中央 ： 鹿嶋市立中央図書館 
常陸大宮 ： 常陸大宮市立図書情報館 
神栖中央 ： 神栖市立中央図書館 
神栖うずも ： 神栖市立うずも図書館 
行方 ： 行方市立図書館 
鉾田 ： 鉾田市立図書館 
つくばみらい ： つくばみらい市立図書館 
 

 
 
参考文献 
日本方言研究会（2005）『20世紀の方言研究の軌跡』国書刊行会 
川越めぐみ(2012)「未来に残す被災地の方言」『東日本大震災において危機的な状況が危惧される
方言の実態に関する予備調査研究』（平成 23年度文化庁委託事業報告書、東北大学方言研究
センター編）pp.139-184 
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言
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目
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東
】
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著
者

書
名

発
行
所

発
行
年
月
　
版
型

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

国
立
国
語
研
究
所

地
方
調
査
員

終
助
詞
に
よ
る
待
遇
表
現
（
関
東
・
中

部
）
（
M
）

国
研
報
告
書

1
9
5
2
-

B
5

2
6
8

研
究
書

国
研

東
条
　
操

方
言
学
講
座
2
（
東
部
方
言
）

東
京
堂

1
9
6
1
-
3

B
6

4
7
2

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ

N
H
K

全
国
方
言
資
料
2
　
関
東
・
甲
信
越
編

日
本
放
送

出
版
協
会

1
9
6
7
-
2

A
5

5
8
2

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ

大
橋
勝
男

関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
地
図

1
音
声
篇

2
表
現
法
篇

3
語
彙
篇

桜
楓
社

桜
楓
社

桜
楓
社

1
9
7
4
-
5

1
9
7
6
-
2

1
9
7
6
-
1
0

B
4
B
4
B
4

3
4
5

3
2
7

3
3
3

関
東
甲
信
越
、
福

島
、
静
岡

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ

飯
豊
毅
一
・
日
野

資
純
・
佐
藤
亮
一

講
座
方
言
学
5
　
関
東
地
方
の
方
言

国
書
刊
行
会

1
9
8
4
-
6

A
5

3
4
5

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図

井
上
　
史
雄

関
東
・
東
北
方
言
の
地
理
的
・
年
齢
的

分
布
（
S
F
グ
ロ
ッ
ト
グ
ラ
ム
）

東
京
外
国
語
大

学
語
学
研
究
所

1
9
8
5
-
3

B
5

1
0
9

研
究
書

国
研

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言

地
理
学
的
研
究
1
　
序
説

音
声
事
象
分
布
論
篇

桜
楓
社

1
9
8
9
-
2

A
5

4
8
0
関
東
甲
信
越
、
福

島
、
静
岡

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言

地
理
学
的
研
究
2

表
現
法
事
象
分
布
論
篇

桜
楓
社

1
9
9
0
-
2

A
5

5
1
7
関
東
甲
信
越
、
福

島
、
静
岡

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言

地
理
学
的
研
究
3

語
彙
事
象
分
布
論
篇

桜
楓
社

1
9
9
1
-
2

A
5

6
1
2
関
東
甲
信
越
、
福

島
、
静
岡

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言

地
理
学
的
研
究
4

分
布
地
質
論
・
統
括
一
般
論
篇

桜
楓
社

1
9
9
2
-
2

A
5

5
3
9
関
東
甲
信
越
、
福

島
、
静
岡

研
究
書

国
研
・
筑
大
・
県
図
・
茨

キ
リ

井
上
史
雄
；
篠
崎

晃
一
；
小
林
隆
；

大
西
拓
一
郎
編

関
東
方
言
考
1
　
関
東
一
般
・
茨
城
県

栃
木
県
<
日
本
列
島
方
言
叢
書
５
>

ゆ
ま
に
書
房

1
9
9
5
-
6

A
5

4
8
8

研
究
書

国
研
・
筑
大
・
県
図

早
野
　
慎
吾
　

首
都
圏
の
言
語
生
態

<
地
域
語
シ
リ
ー
ズ
　
関
東
篇
>

お
う
ふ
う

1
9
9
6
-
7

A
5

1
8
5

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
茨

キ
リ
・
常
磐
大

佐
藤
　
高
司

関
東
及
び
新
潟
地
域
に
お
け
る

新
表
現
の
社
会
言
語
学
的
研
究

科
研
報
告
書

1
9
9
7
-
3

B
5

3
0
9

研
究
書

国
研

( 19 )



【
方
言
書
目
：
関
東
】

編
著
者

書
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所

発
行
年
月
　
版
型

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

佐
藤
　
亮
一

東
京
周
辺
地
域
に
お
け
る

ア
ク
セ
ン
ト
の
古
態
性
に

関
す
る
調
査
研
究

科
研
報
告
書

1
9
9
8
-
3

A
4

6
4

研
究
書

国
研

茨
城
県
・
栃
木
県
・

群
馬
県
・
埼
玉
県

教
育
委
員
会

編
　
天
野
武
監
修

関
東
地
方
の
民
俗
地
図
1

　
茨
城
・
栃
木
・
群
馬
・
埼
玉

東
洋
書
林

1
9
9
9
-
9

A
5

研
究
書

国
研
・
筑
大
・
県
図
・
茨

キ
リ

木
部
暢
子
；
高
橋

顕
志
；
安
部
清
哉
；

熊
谷
康
雄
著

小
林
隆
編
著

方
言
の
形
成
<
シ
リ
ー
ズ
方
言
学
1
>

岩
波
書
店

2
0
0
8
-
3

A
5

2
2
2

研
究
書

国
研
・
筑
大

井
上
史
雄

社
会
方
言
学
論
考
　
新
方
言
の
基
盤

P
ap

e
rs

 i
n
 S

o
c
ia

l 
D

ia
le

c
to

lo
gy

;
F
o
u
n
d
at

io
n
s 

o
f 
N

e
w

 D
ia

le
c
t

明
治
書
院

2
0
0
8
-
5

A
5

4
2
1

研
究
書

国
研
・
筑
大
・
県
図

大
西
拓
一
郎

現
代
方
言
の
世
界
<
シ
リ
ー
ズ
現
代
日
本
語
の

世
界
　
6
>

朝
倉
書
店

2
0
0
8
-
6

A
5
 

1
2
0

研
究
書

国
研
・
筑
大
・
県
図

篠
崎
晃
一
著

出
身
地
（
イ
ナ
カ
）
が
わ
か
る
！
気
づ
か
な
い

毎
日
新
聞
社

2
0
0
8
-
8

B
6

1
7
5

研
究
書

国
研
・
水
戸
見
和

山
口
幸
洋
博
士
の

古
希
を
お
祝
い
す

る
会
編

方
言
研
究
の
前
衛
　
山
口
幸
洋
博
士
古
希
記

念
論
文
集

桂
書
房

2
0
0
8
-
9

A
5
 

4
8
4

研
究
書

国
研
・
筑
大

工
藤
真
由
美
；

八
亀
裕
美

複
数
の
日
本
語
　
方
言
か
ら
は
じ
め
る
言
語
学

<
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
　
4
2
7
>

講
談
社

2
0
0
8
-
1
1

B
6

2
0
5

研
究
書

国
研
・
筑
大
・
県
図

大
橋
勝
男

太
平
洋
沿
岸
方
言
音
声
の
研
究
　
上

お
う
ふ
う

2
0
0
8
-
1
1

A
5

7
8
0

研
究
書

国
研

大
橋
勝
男

太
平
洋
沿
岸
方
言
音
声
の
研
究
　
下

お
う
ふ
う

2
0
0
8
-
1
2

A
5

8
3
5

俚
言
集

国
研
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者

書
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発
行
所

発
行
年
月
　
版
型

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

中
山
　
信
名

常
陸
方
言
（
新
編
常
陸
國
誌
方
言
之
部
）

（
国
語
学
体
系
2
0
）

厚
生
閣

江
戸
末

4
5

常
陸
國
。

鹿
島
郡
、
那
珂
郡
、

久
慈
郡
、
真
壁
郡
、

水
戸
、
土
浦
、
新

治
、
西
山
公
瑞
龍
近

郷
他

俚
言
集

明
治
3
4
年
5
月
に
印
行
さ
れ
た
「
新
編

常
陸
國
誌
方
言
部
」
を
底
本
と
し
て
飜

刻
。

全
7
2
7
語
。

茨
大

北
相
馬
郡
教
育
会

北
相
馬
郡
方
言
集

A
5

2
6

香
取
郡
方
言
調
査
書

1
9
0
1

稲
敷
郡
教
員
集
会

茨
城
県
稲
敷
郡
方
言
集

稲
敷
郡

教
員
集
会

1
9
0
2
-
1
1

半
紙
本

6
4

俚
言
集

国
研
・
土
浦

茨
城
教
育
教
会

茨
城
方
言
集
覧

茨
城
教

育
教
会

1
9
0
4
-
4

菊
2
5
5

俚
言
集

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・

茨
城
県
師
範
学
校

国
語
漢
文
部
会

訛
語
仮
名
遣
法

茨
城
県
師
範
学

校
1
9
1
0
-
6

小
4
2

研
究
書

三
谷
　
栄
一

茨
城
県
北
相
馬
郡
川
原
代
村
方
言
集

（
方
言
誌
第
三
弾
輯
）

国
学
院
大
学
方

言
研
究
会

1
9
3
2
-
7

俚
言
集

小
島
　
　
保

方
言
の
研
究

小
島
　
　
保

1
9
3
5
-
1
1

四
六

1
1
4

研
究
書

国
研

田
口
　
美
雄

茨
城
県
方
言
の
概
観
（
M
）

国
研
報
告
書

1
9
5
0
-

B
5

4
4

研
究
書

国
研

田
口
　
美
雄

茨
城
県
方
言
音
韻
語
法
の
特
徴
形
の
実

態
（
M
）

国
研
報
告
書

1
9
5
0
-

B
5

3
8
0

研
究
書

国
研

田
口
　
美
雄

茨
城
県
方
言
研
究
の
概
観
（
M
）

国
研
報
告
書

1
9
5
0
-

B
5

2
6

研
究
書

国
研

富
村
　
　
登

水
海
道
の
呼
び
方

常
総
文
化
研
究

1
9
5
3
-
6

B
6

7
3

研
究
書

国
研
・
県
図

田
口
　
美
雄

新
治
郡
田
余
村
方
言
の
記
述
（
M
）

国
研
報
告
書

1
9
5
4

B
5

9
4

俚
言
集

長
須
　
正
文

新
荘
校
児
童
の
方
言
の
実
態
と
対
策

長
須
正
文

1
9
5
4
-
9

B
6

8
4

研
究
書

上
野
　
　
勇

こ
と
ば
の
ス
ケ
ッ
チ
　
利
根
の
こ
と
ば

（
郷
土
新
書
7
）

高
城
書
店

1
9
5
9
-
9

B
4
0

1
4
4

国
研

外
山
　
善
八

金
沢
　
直
人

水
戸
地
方
の
方
言
資
料
1

－
附
・
符
牒
・
符
号
お
よ
び
隠
語
－

（
茨
城
民
俗
資
料
2
）

茨
城
民
俗
学
会

1
9
6
6
-
5

A
5

7
1

研
究
書

国
研
・
県
図

鶴
淵
　
蛍
光

利
根
の
方
言
と
食
習
調
査

鶴
淵
蛍
光

1
9
6
8
-
8

B
6

7
8

研
究
書

九
学
会
連
合
利
根

川
流
域
調
査
委
員

会
利
根
川
－
自
然
・
文
化
・
社
会
－

弘
文
堂

1
9
7
1
-
3

B
5

6
8
8

研
究
書

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ

鶴
尾
　
能
子

茨
城
の
昔
話
　
（
昔
話
研
究
資
料
叢
書
7
）
三
弥
井
書
店

1
9
7
2
-
5

B
6

3
1
2

昔
話

国
研
・
茨
大
・
県
図
・
茨

キ
リ
・
常
磐
大

茨
城
教
育
協
会

茨
城
方
言
集
覧
（
再
刊
）
　
（
原
本
は
1
9
0
4

年
4
月
刊
）

国
書
刊
行
会

1
9
7
5
-
1

A
5

2
6
7

俚
言
集

国
研
・
茨
大
・
茨
キ
リ

い
ば
ら
き
新
聞
社

茨
城
人
名
辞
書
　
（
1
9
1
5
年
刊
の
覆
製
）
崙
書
房

1
9
7
5
-
1
2

A
5

1
冊

茨
大
・
筑
大
・
県
図
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【
方
言
書
目
：
茨
城
】

編
著
者

書
名

発
行
所

発
行
年
月
　
版
型

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

江
原
　
忠
昭

茨
城
の
地
名

耕
人
社

1
9
7
6
-
1

2
6
6

茨
大
・
筑
大
・
県
図
・
茨

キ
リ
・
常
磐
大

更
科
公
護

筑
波
山
周
辺
の
動
植
物
の
方
言

動
物
編

筑
波
書
林

1
9
8
1
-
3

B
4
0

6
9

俚
言
集

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ
・
常
磐
大

更
科
公
護

筑
波
山
周
辺
の
動
植
物
の
方
言

植
物
編

筑
波
書
林

1
9
8
1
-
4

B
4
0

7
7

俚
言
集

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
茨
キ
リ
・
常
磐
大

伊
藤
　
　
晃

常
盤
沿
線
　
こ
と
ば
風
土
記

崙
書
房

1
9
8
1
-
4

B
6

1
6
7

国
研
・
茨
大
・
県
図

遠
藤
　
忠
男

茨
城
の
こ
と
ば
　
上
　
（
ふ
る
さ
と
文
庫
）

筑
波
書
林
（
茨
城

図
書
）

1
9
8
3
-
1
1

B
6

9
6

国
研
・
茨
大
(農
)・
筑
大
・

県
図
・
茨
キ
リ

遠
藤
　
忠
男

茨
城
の
こ
と
ば
　
下
　
（
ふ
る
さ
と
文
庫
）

筑
波
書
林
（
茨
城

図
書
）

1
9
8
4
-
1
1

B
6

9
8

国
研
・
茨
大
(農
)・
筑
大
・

県
図
・
茨
キ
リ
・
常
磐
大

横
山
俊
珠
著

横
山
静
子
編

な
ん
だ
べ
ぇ
歳
時
記

　
　
茨
城
の
こ
と
ば
・
習
俗
1
2
ヵ
月

川
又
書
店
発
売

1
9
8
6
-
9

B
6

1
9
9
図

国
研
・
茨
大
・
常
磐
大

波
崎
町
文
化
財
保

護
審
議
会

波
崎
の
こ
と
ば

波
崎
町
教
育

委
員
会

1
9
9
0
-
3

B
5

1
3
2
波
崎
町

(現
：
神
栖
市
）

研
究
書
・
俚
言
集

波
崎
の
こ
と
ば
の
概
説
。

波
崎
の
こ
と
ば
を
用
例
と
と
も
に
1
,7
7
7

語
を
収
録
。
ま
た
、
植
物
の
方
言
2
4
6

語
、
動
物
の
方
言
1
5
0
語
を
収
録
。

神
栖
中
央
・
行
方
・
鹿
島

中
央

赤
城
　
毅
彦

茨
城
方
言
民
俗
語
辞
典

東
京
堂
出
版

1
9
9
1
-
9

A
5

1
0
3
5

国
研
・
茨
大
・
筑
大
・
県

図
・
常
磐
大

土
浦
市
文
化
財
愛

護
の
会

土
浦
の
方
言

土
浦
市
教
育
委

員
会

1
9
9
7
-
8

A
5

2
7
7

茨
大
・
筑
大
・
県
図

神
栖
町
教
育
委
員

会
文
化
財
か
み
す
　
第
1
3
集

神
栖
町
教
育
委

員
会

1
9
9
0
-
3

A
4

神
栖
町

（
現
：
神
栖
市
）

俚
言
集

2
9
7
語
収
録
(「
あ
」
1
7
7
語
、
「
い
」
)

神
栖
町
教
育
委
員

会
文
化
財
か
み
す
　
第
1
4
集

神
栖
町
教
育
委

員
会

1
9
9
1
-
3

A
4

神
栖
町

（
現
：
神
栖
市
）

俚
言
集

7
0
6
語
収
録

神
栖
町
教
育
委
員

会
文
化
財
か
み
す
　
第
2
0
集

神
栖
町
教
育
委

員
会

1
9
9
7
-
3

A
4

神
栖
町

（
現
：
神
栖
市
）

俚
言
集

2
,7
0
9
語
収
録

読
売
新
聞
社
水
戸

支
局

茨
城
の
民
俗

鶴
屋
出
版
部

1
9
6
7
-
7

B
6

研
究
書

水
戸
・
玉
造
地
方
の
方
言
を
例
に
、
茨

城
弁
の
特
徴
・
民
俗
を
記
述
。

そ
の
他
、
動
植
物
等
の
方
言
2
1
8
語
を

収
録
。

鹿
島
町
史
編
さ
ん

委
員
会

鹿
島
町
史
　
第
二
巻

鹿
島
町
広
報
課

1
9
7
4
-
1
2

B
5

8
3
6
鹿
島
町

(現
：
鹿
嶋
市
)

研
究
書
・
俚
言
集

鹿
島
方
言
の
概
略
と
俚
言
2
9
8
語
。
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【
方
言
書
目
：
茨
城
】

編
著
者

書
名

発
行
所

発
行
年
月
　
版
型

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

大
野
村
史
編
さ
ん

委
員
会

大
野
村
史

大
野
村
教
育
委

員
会

1
9
7
9
-
8

B
5

大
野
村

(現
：
鹿
嶋
市
）

俚
言
集
・
( 「
あ
」
行
か
ら
「
わ
」
行
ま
で
)

1
3
2
語
収
録
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【
方

言
論

文
(資

料
)：

関
東

】

著
者

論
文

名
所

収
雑

誌
〔
単

行
本

〕
名

　
巻

・
号

発
行

年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書

情
報

保
科

　
孝

一
関

東
べ

い
帝

国
文

学
1
9
1
0

関
東

地
方

研
究

論
文

：
近

世
近

代
関

東
方

言
｢関

東
べ

い
」
の

変
遷

。

茨
大

保
科

　
孝

一
関

東
言

葉
に

つ
い

て
黒

潮
　

3
2
-
1

1
9
2
7
-
1

関
東

地
方

研
究

論
文

：
上

代
～

近
世

関
東

方
言

京
阪

地
方

が
国

の
中

心
で

あ
っ

た
頃

か
ら

江
戸

時
代

ま
で

の
間

に
、

関
東

方
言

が
ど

の
よ

う
に

扱
わ

れ
て

き
た

か
に

つ
い

て
述

べ
て

い
る

。

茨
大

保
科

　
孝

一
江

戸
言

葉
に

就
い

て
東

亜
の

光
　

4
-
1
2

1
9
3
0
-
1

研
究

論
文

：
近

世
江

戸
語

東
条

　
　

操
 

刊
行

方
言

書
目

解
題

（
四

）
　

－
関

東
地

方
之

部
－

方
言

 2
-
7

1
9
3
2
-
7

8
県

図
（
復

刻
版

）

湯
沢

幸
吉

郎
近

松
物

に
見

え
る

東
国

方
言

に
就

い
て

方
言

　
2
-
1
2

1
9
3
2
-
1
2

2
0

研
究

論
文

：
近

代
東

国
方

言
県

図
（
復

刻
版

）
豊

田
八

千
代

万
葉

集
に

現
れ

た
る

東
国

方
言

国
学

院
雑

誌
　

3
9
-
1

1
9
3
3
-
1

研
究

論
文

：
上

代
東

国
方

言
筑

大
東

条
　

　
操

 
関

東
の

方
言

調
査

方
言

　
3
-
1

1
9
3
3
-
1

3
研

究
論

文
県

図
（
復

刻
版

）

豊
田

八
十

代
関

東
語

と
東

歌
国

語
教

育
　

1
8
-
1
1

1
9
3
3
-
1
1

6
関

東
地

方

研
究

論
文

：
上

代
東

国
方

言
文

法
。

音
声

。
万

葉
集

巻
十

四
の

東
歌

と
巻

二
十

の
防

人
歌

を
例

に
挙

げ
、

特
徴

の
あ

る
文

法
音

声
そ

れ
ぞ

れ
に

当
て

は
ま

る
も

の
を

紹
介

し
て

い
る

。

茨
大

山
田

正
紀

三
馬

と
方

言
方

言
　

3
-
1
2

1
9
3
3
-
1
2

1
6

研
究

論
文

：
近

世
東

国
方

言
県

図
（
復

刻
版

）
一

寸
木

幹
愛

ア
ヅ

マ
言

葉
の

音
韻

転
化

国
語

と
民

俗
思

想
1
9
3
5
-
2

研
究

論
文

：
音

韻

岸
田

　
定

雄
室

町
初

期
に

於
け

る
国

語
史

の
一

考
察

　
－

京
都

語
と

阪
東

語
と

の
対

立
－

方
言

　
5
-
3

1
9
3
5
-
3

5
研

究
論

文
：
中

世
東

国
方

言
県

図
（
復

刻
版

）

東
条

　
　

操
 

関
東

地
方

の
方

言
分

布
国

語
教

育
　

2
0
-
1
1

1
9
3
5
-
1
1

3
関

東
地

方

研
究

論
文

関
東

地
方

の
方

言
そ

の
性

質
の

違
い

に
よ

っ
て

、
東

京
市

お
よ

び
近

郊
、

伊
豆

七
島

の
島

嶼
部

、
東

京
市

及
び

伊
豆

七
島

を
除

い
た

関
東

地
方

の
3
つ

に
分

け
る

こ
と

が
で

き
る

こ
と

を
述

べ
た

う
え

で
、

関
東

方
言

の
分

布
状

況
を

さ
ら

に
細

か
く
述

べ
て

い
る

。

茨
大

東
条

　
　

操
 

関
東

方
言

の
二

三
の

音
韻

現
象

音
声

学
協

会
会

報
　

4
2

1
9
3
6
-
6

2
関

東
地

方
研

究
論

文
：
音

韻
筑

大

中
村

　
通

夫
江

戸
時

代
初

期
東

国
語

の
一

資
料

　
－

雑
兵

物
語

の
成

立
に

つ
い

て
－

方
言

　
6
-
9

1
9
3
6
-
9

研
究

論
文

：
近

世
東

国
方

言
県

図
（
復

刻
版

）

東
条

　
　

操
 

霜
柱

と
氷

柱
（
関

東
の

方
言

よ
り

）
文

字
と

言
語

　
1
0

1
9
3
6
-
1
1

研
究

論
文

国
研

橘
　

　
正

一
関

東
べ

イ
コ

ト
バ

1
9
3
7
-
7

研
究

論
文

筑
大

中
村

　
通

夫
国

語
に

於
け

る
東

西
方

言
交

渉
史

国
語

と
国

文
学

1
9
3
7
-
7

本
州

東
部

・
西

部
研

究
論

文
：
文

法
茨

大

東
条

　
　

操
関

東
地

方
の

方
言

分
布

垣
内

教
授

還
暦

記
念

論
文

集
「
日

本
文

学
論

攷
」
1
9
3
8
-
1

研
究

論
文

筑
大
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【
方
言
論
文
(資
料
)：
関
東
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

東
条
　
　
操

関
東
の
唾
の
方
言

音
声
学
協
会
会
報
　
5
0

1
9
3
8
-
1

1
研
究
論
文

筑
大

東
条
　
　
操

関
東
方
言
の
区
画

諸
学
振
興
委
員
会
報
告

書
1
9
3
8
-
6

研
究
論
文

東
条
　
　
操

関
東
に
於
け
る
蟷
螂
の
土
語

国
語
と
国
文
学
　
1
5
-
1
2
1
9
3
8
-
1
2

研
究
論
文

筑
大

黒
田
　
鉱
一

東
西
方
言
の
分
界
線
に
就
い
て

国
語
教
育

1
9
3
9
-
4

愛
知
県

研
究
論
文
：
方
言
区
画

茨
大

橘
　
　
正
一

坂
東
サ

国
語
研
究
　
8
-
5

1
9
4
0
-
5

研
究
論
文

筑
大

岩
淵
悦
太
郎

醒
唾
笑
と
女
房
詞
・
東
国
方
言

日
本
語
2
-
3

1
9
4
2
-
3

研
究
論
文
：
近
世
東
国
方
言

筑
大
（
復
刻
版
）

金
田
一
春
彦

関
東
地
方
に
於
け
る
ア
ク
セ
ン
ト
の
音
韻
分
布

〔
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
〕
1
9
4
2
-
4

1
1
9

研
究
論
文
：
音
韻
（
ア
ク
セ
ン
ト
）

国
研

金
田
一
春
彦

関
東
平
野
に
於
け
る
音
韻
分
布

方
言
研
究
8

1
9
4
3
-
1
1

4
6

研
究
論
文

国
研

福
田
　
良
輔

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
の
成
立
に
つ
い
て

（
上
）
（
中
）
（
下
）

文
学
研
究
3
7
・
3
8
・
4
0

1
9
4
8
-
1
2

1
9
4
9
-
1
2

1
9
5
0
-
1
1

8
4

研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言

県
図

亀
井
　
　
孝

文
言
文
学
と
し
て
の
東
歌
、
そ
の
言
語
的

背
景

文
学
1
8
-
9

1
9
5
0
-
9

1
4

研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言

県
図

福
田
　
良
輔

奈
良
朝
時
代
東
国
方
言
成
立
に
関
す
る
諸
問

題
－
金
田
一
博
士
・
亀
井
孝
氏
の
批
判
に
答
え

つ
つ
－

文
学
研
究
4
2

1
9
5
1
-
1
1

2
2
畿
内
以
東
～

北
海
道

研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言
(音
韻
)

茨
大

前
田
　
　
勇

指
定
助
動
詞
「
や
」
に
就
て

近
畿
方
言
1
2

1
9
5
2
-
5

6
研
究
論
文

筑
大

村
上
　
保
夫

奈
良
時
代
東
国
方
言
の
形
容
詞
語
尾
に
つ
い

て
－
連
体
形
語
尾
の
表
現
を
中
心
と
し
て
－

日
本
文
学
論
究
1
0

1
9
5
2
-
7

9
研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言
(文
法
)

国
研

中
沢
　
政
雄

関
東
（
方
言
の
実
態
）

解
釈
と
鑑
賞
2
1
7

1
9
5
4
-
6

3
研
究
論
文

福
田
　
良
輔

奈
良
時
代
東
国
方
言
と
そ
の
基
層
語

国
語
国
文
1
1

1
9
5
5
-
2

1
3

研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言

茨
大

金
田
　
　
弘

東
国
語
脈
で
書
か
れ
た
抄
物
二
三

　
－
江
戸
初
期
東
国
方
言
研
究
資
料
－

国
語
学
2
0

1
9
5
5
-
3

1
0
三
河
以
東

研
究
論
文
：
近
世
東
国
方
言

茨
大

都
竹
通
年
雄

日
本
語
の
方
言
　
東
日
本
の
巻

〔
講
座
日
本
語
〕
3

1
9
5
5
-
1
1

1
1
北
海
道
～
長

野
県
・
静
岡
県

研
究
論
文

茨
大

福
田
　
良
輔

奈
良
時
代
東
国
方
言
の
周
辺

　
－
言
語
基
層
・
八
丈
島
方
言
・
補
説
－

文
学
研
究
5
3

1
9
5
5
-
1
2

5
全
国

研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言
(音
声
・
音
韻
)

音
声
。

八
丈
島
の
言
語
と
奈
良
時
代
東
国
方
言
と
の

関
係
に
つ
い
て
。

茨
大

中
沢
　
政
雄

方
言
の
旅
　
関
東
地
方

N
H
K
国
語
講
座
　
2
-
2

1
9
5
6
-
3

1
随
想

国
研

金
田
一
春
彦

方
言
の
旅
　
関
東
・
中
部
方
言
の
性
格

N
H
K
国
語
講
座
　
3
-
2

1
9
5
7
-
3

2
随
想

国
研

福
田
　
良
輔

東
歌
の
語
法

〔
万
葉
集
大
成
〕
6

1
9
5
7
-
5

2
8

研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言
(文
法
)

茨
大
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【
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論
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料
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関
東
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

福
田
　
良
輔

奈
良
時
代
東
国
方
言
の
音
韻
状
態

（
そ
の
一
）

文
学
研
究
5
6

1
9
5
7
-
7

1
1
関
東
地
方

研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言
( 音
韻
)

音
声
。

茨
大

金
田
一
春
彦
・

中
沢
政
雄
・

芳
賀
　
　
綏

こ
と
ば
の
行
違
い
と
方
言
　
関
東
地
方

〔
N
H
K
国
語
講
座
方
言
と

文
化
〕

1
9
5
7
-
1
0

6
研
究
論
文

県
図

中
沢
　
政
雄

日
本
の
方
言
　
関
東
地
方

〔
N
H
K
国
語
講
座
方
言
と

文
化
〕

1
9
5
7
-
1
0

7
研
究
論
文

県
図

山
田
　
　
修

共
通
語
教
育
の
あ
り
方
　
関
東
甲
信
越
地
方

〔
N
H
K
国
語
講
座
方
言
と

文
化
〕

1
9
5
7
-
1
0

7
研
究
論
文

県
図

上
村
　
幸
雄

方
言
の
手
帖
－
関
東
甲
信
－

放
送
文
化
1
3
-
1

1
9
5
8
-
1

2
俚
諺
集

筑
大

中
村
　
通
夫

近
世
東
国
語
の
資
料

国
語
と
国
文
学
4
2
7

1
9
5
9
-
1
0

9
研
究
論
文
：
近
世
東
国
方
言

県
図

金
田
　
　
弘

江
戸
語
と
関
東
方
言

国
語
と
国
文
学
4
2
7

1
9
5
9
-
1
0

1
2

研
究
論
文
：
近
世
東
国
方
言

県
図

柴
田
　
　
武

方
言
の
旅
　
東
海
道
の
巻

〔
N
H
K
国
語
講
座
　
方
言

の
旅
〕

1
9
6
0
-
9

4
2

平
山
　
輝
男

東
部
方
言
概
説

〔
方
言
学
講
座
〕
2

1
9
6
1
-
3

2
9
東
日
本
(島
嶼

を
含
む
)

研
究
論
文
：
概
説

茨
大

近
藤
　
国
一

学
校
に
お
け
る
方
言
と
共
通
語
教
育
　
東
北
・

関
東

〔
方
言
学
講
座
〕
2

1
9
6
1
-
3

1
7
秋
田
県

研
究
論
文
：
言
語
教
育
(共
通
語
)

秋
田
県
に
お
け
る
共
通
語
指
導
(明
治
～
戦

前
・
戦
後
)の
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
い
る
。

茨
大

柴
田
　
　
武

東
部
方
言
の
語
彙
　
関
東
・
東
海
東
山

〔
方
言
学
講
座
〕
2

1
9
6
1
-
3

3
5
全
国

研
究
論
文
：
語
彙

1
9
の
語
を
例
に
挙
げ
、
八
丈
方
言
と
西
部
・
九

州
、
東
部
方
言
の
語
彙
を
比
較
し
て
い
る
。

茨
大

岡
田
　
春
潮

日
本
語
の
東
部
方
言
の
発
音
に
つ
い
て

言
語
生
活
1
1
9

1
9
6
1
-
8

4
関
東
地
方

研
究
論
文
：
音
声

標
準
語
は
学
制
が
確
立
さ
れ
た
明
治
五
年
頃

よ
り
始
ま
っ
た
が
、
発
音
に
つ
い
て
ま
で
共
通

化
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。
関
東
人
の
発

音
と
関
西
人
の
発
音
を
比
較
。

茨
大

鈴
木
　
　
博

ロ
ド
リ
ゲ
ス
日
本
大
文
典
の
関
東
方
言
の
条
に

関
し
て

国
語
学
4
5

1
9
6
1
-
6

1
0
東
日
本

研
究
論
文
：
近
世
関
東
方
言
(文
法
)

茨
大

野
元
　
菊
雄

概
説
　
東
日
本
の
方
言

〔
方
言
学
概
説
〕

1
9
6
2
-
1
1

2
0
東
日
本

研
究
論
文
：
概
説
、
方
言
区
画

茨
大

北
条
　
忠
雄

上
代
東
国
語
に
お
け
る
特
殊
語
法
の
成
立

秋
田
大
学
学
芸
学
部
研

究
紀
要
　
1
3

1
9
6
3
-
3

2
5

研
究
論
文
：
上
代
東
国
方
言
(文
法
)

茨
大
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【
方

言
論

文
(資

料
)：

関
東

】

著
者

論
文

名
所

収
雑

誌
〔
単

行
本

〕
名

　
巻

・
号

発
行

年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書

情
報

飯
豊

　
毅

一
南

奥
方

言
と

関
東

方
言

と
の

境
界

に
つ

い
て

　
－

福
島

県
を

中
心

と
し

て
－

〔
日

本
の

方
言

区
画

〕
1
9
6
4
-
1
1

2
9

宮
城

、
山

形
、

福
島

、
新

潟
、

茨
城

、
栃

木
、

群
馬

研
究

論
文

：
方

言
区

画
方

言
を

分
け

る
際

の
区

画
方

法
を

述
べ

、
音

声
・
音

韻
、

文
法

、
語

彙
の

3
つ

の
面

か
ら

そ
の

分
布

を
考

察
。

茨
大

大
橋

　
勝

男
関

東
地

方
北

東
部

方
言

の
文

ア
ク

セ
ン

ト
傾

向
方

言
研

究
年

報
9

1
9
6
6
-
1
0

1
2

研
究

論
文

：
ア

ク
セ

ン
ト

筑
大

秋
永

　
一

枝
利

根
川

下
流

域
の

ア
ク

セ
ン

ト
人

類
科

学
2
0

1
9
6
8
-
3

1
1

研
究

論
文

：
ア

ク
セ

ン
ト

常
磐

大

飯
豊

　
毅

一
利

根
川

流
域

の
言

語
分

布
　

－
文

法
に

つ
い

て
－

人
類

科
学

2
0

1
9
6
8
-
3

1
2

利
根

川
流

域
研

究
論

文
：
文

法
常

磐
大

大
橋

　
勝

男
関

東
東

半
地

域
方

言
の

地
理

的
内

質
国

文
学

攷
4
6

1
9
6
8
-
4

1
8

関
東

地
方

研
究

論
文

茨
大

大
橋

　
勝

男
関

東
地

方
に

お
け

る
「
暑

い
ね

ー
」
の

「
ね

ー
」
に

相
当

す
る

方
言

事
象

の
分

布
お

よ
び

そ
の

解
釈

方
言

の
研

究
創

1
9
6
9
-
3

6
関

東
地

方
研

究
論

文
：
文

法
国

研

徳
川

　
宗

賢
利

根
川

流
域

に
お

け
る

単
語

の
分

布
人

類
科

学
2
1

1
9
6
9
-
3

1
1

利
根

川
流

域
研

究
論

文
常

磐
大

大
橋

　
勝

男

関
東

地
方

域
に

お
け

る
「
ど

う
ぞ

お
あ

が
り

く
だ

さ
い

」
の

言
い

か
た

に
つ

い
て

　
－

と
く
に

「
な

さ
る

」
系

「
し

ゃ
る

」
　

系
方

言
事

象
の

分
布

に
注

目
し

て
－

方
言

の
研

究
2
-
1

1
9
7
0
-
3

1
2

関
東

地
方

研
究

論
文

：
文

法

国
研

加
藤

　
正

信
井

上
　

史
雄

利
根

川
流

域
の

音
韻

人
類

科
学

2
2

1
9
7
0
-
3

3
0

利
根

川
流

域
研

究
論

文
：
音

韻
常

磐
大

大
橋

　
勝

男
関

東
地

方
域

の
方

言
に

つ
い

て
の

方
言

地
理

学
的

研
究

　
（
1
）
～

（
7
）

新
潟

大
教

育
学

部
紀

要
1
1
-
1
～

1
7

1
9
7
0
-
3

 ～
1
9
7
6
-
3

9
1

関
東

地
方

研
究

論
文

：
音

声
、

表
現

法
茨

大
教

育
図

書
室

（
1
1
,1

2
の

み
）

大
橋

　
勝

男
北

関
東

方
言

小
辞

典
〔
ワ

イ
ド

カ
ラ

ー
日

本
〕
4

1
9
7
1
-
1

2
北

関
東

方
言

辞
典

つ
く
ば

中
央

大
橋

　
勝

男
関

東
地

方
域

の
「
か

ま
き

り
」
の

方
言

事
象

に
み

ら
れ

る
造

語
（
-
命

名
）
法

国
文

学
攷

5
5

1
9
7
1
-
2

1
1

関
東

地
方

研
究

論
文

人
は

生
活

の
展

開
に

と
も

な
い

、
新

た
に

必
要

と
な

っ
た

語
を

創
生

す
る

一
方

で
不

要
に

な
っ

た
語

を
衰

滅
さ

せ
て

き
た

。
語

創
生

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
解

明
す

る
た

め
、

具
象

的
な

も
の

に
対

し
て

何
ら

か
の

命
名

を
す

る
際

に
ど

の
よ

う
に

行
わ

れ
る

か
を

討
究

す
る

べ
く
「
か

ま
き

り
」
が

各
地

で
ど

の
よ

う
に

呼
ば

れ
て

い
る

か
を

調
査

し
た

。
結

果
、

命
名

に
際

し
て

は
、

対
象

の
も

つ
特

性
の

す
べ

て
を

盛
り

込
む

必
要

は
な

い
こ

と
、

特
性

の
う

ち
の

わ
ず

か
な

も
の

で
も

当
て

は
ま

れ
ば

十
分

で
あ

る
と

い
う

こ
と

を
導

い
て

い
る

。

茨
大

秋
永

一
枝

・
佐

藤
亮

一
・
金

井
英

雄
利

根
川

上
・
中

流
域

の
ア

ク
セ

ン
ト

〔
利

根
川

－
自

然
・
文

化
・
社

会
－

〕
1
9
7
1
-
3

1
2

利
根

川
流

域
研

究
論

文
：
音

声
・
ア

ク
セ

ン
ト

茨
大
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】

著
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論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

飯
豊
　
毅
一

大
橋
　
勝
男

利
根
川
流
域
方
言
の
文
法

〔
利
根
川
－
自
然
・
文

化
・
社
会
－
〕

1
9
7
1
-
3

3
6
利
根
川
流
域

研
究
論
文
：
文
法

茨
大

井
上
　
史
雄
・
加

藤
　
正
信
・
高
田

誠
・
徳
川
　
宗
賢

利
根
川
流
域
の
語
の
分
布

〔
利
根
川
－
自
然
・
文

化
・
社
会
－
〕

1
9
7
1
-
3

1
1
利
根
川
流
域

研
究
論
文
：
語
彙

茨
大

芳
賀
　
　
綏

野
林
　
正
路

利
根
川
中
流
域
の
一
農
村
に
お
け
る
言
語
生

活
〔
利
根
川
－
自
然
・
文

化
・
社
会
－
〕

1
9
7
1
-
3

1
4
埼
玉
県

研
究
論
文
：
言
語
生
活

茨
大

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
に
お
け
る
「
か
ご
」
「
嗅
ぐ
」
「
死
ぬ
」

各
語
末
方
言
音
の
分
布
状
況
お
よ
び
そ
の
相

互
比
較

方
言
の
研
究
3
-
1

1
9
7
1
-
3

1
0
関
東
地
方

研
究
論
文

国
研

大
島
　
一
郎

南
関
東
の
方
言

〔
ワ
イ
ド
カ
ラ
ー
日
本
〕
5

1
9
7
1
-
5

2
南
関
東

研
究
論
文

つ
く
ば
中
央

青
柳
　
精
三

房
州
・
伊
豆
南
西
部
の
潮
と
風
－
千
倉
・
布
良
・

石
廊
崎
・
妻
良
・
雲
見
・
岩
地
－

フ
ィ
ー
ル
ド
の
歩
み
　
3

1
9
7
3
-
3

4
0
千
葉
、
静
岡

研
究
論
文

筑
大

大
橋
　
勝
男

音
声
面
か
ら
見
た
関
東
地
方
域
の
方
言
分
派

－
と
く
に
東
西
対
立
分
布
相
に
注
目
し
て
－

方
言
研
究
年
報
1
6

1
9
7
3
-
1
2

1
4
関
東
地
方

研
究
論
文

筑
大

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
の
方
言
の
語
ア
ク
セ
ン
ト
と
文
ア
ク

セ
ン
ト
と
の
相
関
に
つ
い
て

新
潟
大
国
文
学
会
誌
1
8
1
9
7
4
-
5

7
関
東
地
方

研
究
論
文
：
ア
ク
セ
ン
ト

筑
大

竹
内
　
好
徳

関
東
方
言
「
べ
い
（
ぺ
）
」
に
つ
い
て

〔
こ
と
ば
随
想
〕

1
9
7
4
-
8

8
研
究
論
文
：
文
法

県
図

飯
豊
　
毅
一

東
北
南
部
と
関
東
の
方
言

〔
方
言
と
標
準
語
－
日
本

語
方
言
学
概
説
〕

1
9
7
5
-
1

2
7
南
東
北
、
関

東
地
方

研
究
論
文

茨
大

大
島
　
一
郎

関
東
方
言

〔
新
・
日
本
語
講
座
〕
3

1
9
7
5
-
5

2
2
関
東
地
方

研
究
論
文
：
概
説

音
声
。

関
東
地
方
を
1
.北
部
関
東
方
言
(茨
城
県
・
栃

木
県
)、
2
.西
部
関
東
方
言
(群
馬
県
大
部
・
埼

玉
県
西
部
・
神
奈
川
県
北
部
南
部
・
山
梨
県
郡

内
地
区
)、
3
.東
部
関
東
方
言
(千
葉
県
・
埼
玉

県
東
部
地
区
)、
4
.越
後
方
言
(新
潟
県
)、
5
.東

京
・
横
浜
の
方
言
に
分
け
、
音
声
上
の
特
色
と

文
法
上
の
特
色
を
述
べ
て
い
る
。

茨
大
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著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

坂
本
真
理
子

南
関
東
に
お
け
る
蟷
螂
・
蜥
蜴
の
語
形
交

替
の
発
生

学
習
院
大
国
語
国
文
学

会
誌
1
9

1
9
7
5
-
1
2

1
3
千
葉
県
(山
武

町
・
成
東
町
)

研
究
論
文
：
分
布

蟷
螂
を
ト
カ
ゲ
、
蜥
蜴
を
カ
マ
キ
リ
と
呼
ぶ
「
語

形
交
替
」
は
関
東
を
中
心
と
す
る
地
方
に
広
く
、

そ
の
他
九
州
大
分
県
の
海
岸
部
に
わ
ず
か
に

存
在
す
る
。
こ
の
現
象
に
つ
き
、
昭
和
4
9
年
7

月
に
千
葉
県
東
部
の
山
武
町
と
成
東
町
で

行
っ
た
調
査
の
結
果
を
分
析
し
て
い
る
。

茨
大

青
柳
　
精
三

本
州
東
部
沿
岸
お
よ
び
伊
豆
諸
島
海
域
の
方

位
潮
流
名

日
本
方
言
研
究
会
第
2
2

回
発
表
原
稿
集

1
9
7
6
-
5

1
1

研
究
論
文

国
研

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言
地
理

学
的
研
究
　
（
8
）

新
潟
大
教
育
学
部
紀
要

人
文
社
会
1
8

1
9
7
7
-
3

1
2
関
東
地
方

研
究
論
文

筑
大

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言
地
理

学
的
研
究
　
（
9
）

新
潟
大
教
育
学
部
紀
要

人
文
社
会
1
9

1
9
7
8
-
3

9
関
東
地
方

研
究
論
文

筑
大

W
・
A
・

グ
ロ
ー
タ
ー
ス

日
本
言
語
地
図
（
L
A
J
）
と
関
東
地
方
域
方
言
事

象
分
布
地
図
（
D
A
K
）
の
比
較

　
－
方
言
地
理
学
の
方
法
論
に
つ
い
て
の
考
察

日
本
方
言
研
究
会
第
2
6

回
発
表
原
稿
集

1
9
7
8
-
5

2
0

研
究
論
文

国
研

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
の
方
言
に
つ
い
て
の
方
言
地

理
学
的
研
究
　
（
1
0
）

新
潟
大
教
育
学
部
紀
要

人
文
社
会
2
0

1
9
7
9
-
3

1
2
関
東
地
方

研
究
論
文

筑
大

大
橋
　
勝
男

言
語
地
図
を
ど
う
読
む
か
関
東
地
方
域
の
/
e
/

の
方
言
音
事
象
分
布
図
の
解
釈

国
語
学
1
1
9

1
9
7
9
-
1
2

1
3
関
東
地
方

研
究
論
文
：
音
声
・
音
韻

「
柄
」
の
方
言
分
布
状
況
を
考
察
し
、
過
去
の

発
音
状
況
と
の
比
較
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

茨
大

馬
瀬
　
良
雄

生
き
て
い
る
東
歌
の
語
法

言
語
生
活
3
4
2

1
9
8
0
-
6

7
関
東
・
東
北
地

方

研
究
論
文
：
文
法

古
代
東
国
方
言
の
特
徴
は
、
音
韻
で
は
現
代

方
言
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
が
、

語
法
的
特
徴
は
動
詞
命
令
形
ロ
を
除
き
わ
ず

か
に
し
か
行
わ
れ
て
い
な
い
。

茨
大

大
橋
　
勝
男

関
東
域
に
お
け
る
〔
kw
a〕
〔
gw
a〕
音
の
分
布
と
そ

の
解
釈

国
語
教
育
研
究
（
広
島

大
）
2
6
上

1
9
8
0
-
1
1

1
1
関
東
地
方

研
究
論
文
：
音
声

国
研

佐
藤
　
高
司

井
上
　
史
雄

関
東
北
部
に
お
け
る
「
新
方
言
」

日
本
方
言
研
究
会
第
3
2

回
発
表
原
稿
集

1
9
8
1
-
5

9
研
究
論
文
：
言
語
変
化

国
研

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
方
言
分
派
論

〔
方
言
学
論
叢
Ⅰ
方
言

研
究
の
推
進
〕

1
9
8
1
-
6

1
9
関
東
地
方

研
究
論
文
：
言
語
変
化

国
研

佐
藤
　
高
司

関
東
北
部
に
お
け
る
「
新
方
言
」

語
学
と
文
学
（
群
馬
大
）
1
9
8
2
-
8

7
研
究
論
文
：
言
語
変
化

国
研
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収
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ジ
数

地
域
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蔵
書
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In
o
u
e
,

F
u
m

io
A

 n
o
te

 o
n
 r

e
c
e
n
t 

c
h
an

ge
s 

o
f 
d
ia

le
c
t 

n
e
ar

T
o
ky

o
東
京
外
国
語

大
学
論
集
3
3

1
9
8
3
-
3

5
福
島
、
栃
木
、

茨
城
、
埼
玉
、

東
京

研
究
論
文
（
英
文
）

東
京
近
郊
の
方
言
に
つ
い
て
。

「
の
よ
う
に
」
と
「
み
た
く
」
、
「
い
い
だ
ろ
う
」
と
「
い

い
べ
・
い
い
じ
ゃ
ん
」
に
つ
い
て
、
年
齢
と
場
所

を
ふ
ま
え
て
考
察
。

茨
大

河
崎
　
裕
子
・

井
上
　
史
雄

首
都
圏
の
<
新
方
言
>

〔
<
新
方
言
>
と
<
言
葉
の

乱
れ
>
に
関
す
る
社
会
言

語
学
的
研
究
〕

1
9
8
3
-
3

2
6
首
都
圏

研
究
論
文
：
言
語
変
化

国
研

大
橋
　
勝
男

関
東
地
方
域
に
お
け
る
「
先
生
が
来
な
さ
っ
た

よ
」
に
相
当
す
る
表
現
法
事
象
の
分
布
と
そ
の

解
釈

〔
現
代
方
言
学
の
課
題

1
〕

1
9
8
3
-
6

1
7
関
東
地
方
・
福

島
研
究
論
文
：
文
法
・
敬
語
表
現

茨
大

大
橋
　
勝
男

方
言
に
方
言
人
の
心
理
を
見
つ
め
て
　
関
東
域

方
言
に
見
ら
れ
る
語
形
成
法

方
言
研
究
年
報
2
6

1
9
8
4
-
5

2
7
関
東
地
方
、

他
研
究
論
文
：
音
声
、
文
法
、
他

茨
大

大
橋
　
勝
男

方
言
研
究
の
心
理
的
見
地
　
主
に
関
東
域
方

言
の
地
域
性
に
着
目
し
て

方
言
研
究
年
報
2
8

1
9
8
5
-
1
2

2
0

研
究
論
文

筑
大

大
橋
　
勝
男

方
言
研
究
の
体
系
的
推
進
　
関
東
地
方
域
の

方
言
に
つ
い
て
の
方
言
地
理
学
的
研
究
に
顧
て
方
言
研
究
年
報
2
9

1
9
8
7
-
2

1
7
関
東
地
方
、

他
他

研
究
論
文
：
音
声

お
う
ふ
う
「
関
東
地
方
域
方
言
事
象
分
布
図

第
一
巻
／
音
声
篇
」
参
照

茨
大

井
上
　
史
雄

東
京
圏
の
方
言
と
共
通
語
　
埼
玉
県
女
子
高
ア

ン
ケ
ー
ト

東
京
外
国
語
大
学
論
集

3
7

1
9
8
7
-
3

2
4
埼
玉

研
究
論
文

茨
大

田
原
　
広
史

北
関
東
に
お
け
る
共
通
語
化
の
状
況
　
地
域
・

年
齢
・
言
語
意
識

大
阪
大
学
日
本
学
報
7

1
9
8
8
-
3

2
4
北
関
東
、
他

研
究
論
文
：
言
語
変
化
（
共
通
語
化
）

茨
大

加
藤
　
和
夫

現
代
首
都
圏
女
子
大
生
に
お
け
る
可
能
表
現

使
用
の
一
実
態

和
洋
国
文
研
究
2
3

1
9
8
8
-
3

2
0
首
都
圏

研
究
論
文
：
文
法
、
言
語
変
化

首
都
圏
に
居
住
す
る
女
子
大
生
を
対
象
に
、

可
能
表
現
(一
般
動
詞
の
「
ら
れ
る
」
形
と
「
レ

ル
」
形
・
五
段
動
詞
に
お
け
る
可
能
動
詞
化
)の

使
用
実
態
を
調
査
し
た
結
果
の
考
察
。
調
査

は
1
9
8
7
年
7
月
に
実
施
。

茨
大

大
橋
　
勝
男

方
言
接
辞
の
研
究
－
方
言
に
方
言
人
の
心
理

を
見
つ
め
て
　
関
東
域
方
言
に
見
ら
れ
る
語
形

成
法
　
（
2
.接
尾
辞
法
）

方
言
研
究
年
報
3
0

1
9
8
8
-
1
0

2
7
関
東
地
方

研
究
論
文

国
研

田
原
　
広
史

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ラ
ム
に
よ
る
場
面
差
分
析
　
東
京

～
福
島
の
方
言
調
査
に
よ
り

吉
沢
典
男
教
授
追
悼
論

文
集

1
9
8
9
-
1
2

1
5
関
東
地
方
、

福
島

研
究
論
文

筑
大
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数
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域
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容

蔵
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佐
藤

　
亮

一
関

東
地

方
の

方
言

研
究

東
条

操
先

生
生

誕
1
0
0

周
年

記
念

日
本

方
言

研
究

の
歩

み
論

文
編

1
9
9
0
-
6

3
4

関
東

地
方

研
究

論
文

筑
大

荒
井

　
孝

一
東

北
方

言
に

お
け

る
継

続
相

の
テ

ン
ス

　
関

東
地

方
の

一
定

部
分

ま
で

国
文

学
解

釈
と

鑑
賞

5
6
-

1
1
9
9
1
-
1

1
0

東
北

地
方

、
北

関
東

研
究

論
文

：
文

法
茨

大

加
藤

　
正

信
東

日
本

の
音

声
の

調
査

・
研

究
に

つ
い

て
〔
東

日
本

の
音

声
　

論
文

編
　

（
1
）
〕

1
9
9
1
-
3

4
研

究
論

文
筑

大

早
野

　
慎

吾
栃

木
・
茨

城
両

方
言

の
接

尾
辞

「
メ

」
「
コ

」
「
ボ

（
－

）
」
に

つ
い

て
名

古
屋

・
方

言
研

究
会

会
報

8
1
9
9
1
-
5

1
8

研
究

論
文

国
研

山
口

　
幸

洋
方

言
に

お
け

る
男

女
差

　
東

日
本

方
言

国
文

学
解

釈
と

鑑
賞

5
6
-

7
1
9
9
1
-
7

7
東

海
地

方
、

東
京

、
長

野
研

究
論

文
茨

大

大
橋

　
勝

男
関

東
方

言
日

本
語

学
1
1
-
6

1
9
9
2
-
5

3
東

日
本

研
究

論
文

茨
大

森
下

　
喜

一
無

ア
地

域
に

お
け

る
高

校
生

の
東

京
式

ア
化

現
象

　
東

北
・
北

関
東

方
言

を
対

象
に

多
々

良
鎮

男
先

生
傘

寿
記

念
論

文
集

1
9
9
3
-
3

1
9

東
北

地
方

、
北

関
東

研
究

論
文

：
ア

ク
セ

ン
ト

国
研

佐
藤

　
高

司
北

関
東

西
部

に
お

け
る

新
方

言
の

伝
播

の
特

徴
語

学
と

文
学

（
群

馬
大

学
）
3
0

1
9
9
4
-
3

1
6

北
関

東
研

究
論

文
：
言

語
変

化
国

研

山
口

　
幸

洋
あ

る
一

型
ア

ク
セ

ン
ト

話
者

の
談

話
分

析
音

声
学

会
会

報
（
日

本
音

声
学

会
）
 2

0
6

1
9
9
4
-
8

6
研

究
論

文
：
ア

ク
セ

ン
ト

筑
大

小
林

　
　

隆
関

東
方

言
に

お
け

る
方

向
を

表
す

「
サ

」
の

類
の

用
法

　
海

岸
部

の
方

言
に

つ
い

て
文

化
（
東

北
大

学
）
6
0
-

1
・
2

1
9
9
6
-
9

1
8

関
東

地
方

、
他

研
究

論
文

：
文

法
茨

大

青
柳

　
精

三
関

東
地

方
の

与
格

助
詞

ゲ
ー

日
本

語
研

究
諸

領
域

の
視

点
　

上
1
9
9
6
-
9

9
関

東
地

方
研

究
論

文
：
文

法
筑

大

小
林

　
　

隆
関

東
方

言
に

お
け

る
方

向
を

表
す

「
サ

」
の

類
の

分
布

と
用

法
　

内
陸

部
の

方
言

を
中

心
に

日
本

語
研

究
諸

領
域

の
視

点
　

上
1
9
9
6
-
1
0

1
9

関
東

地
方

、
他

研
究

論
文

：
文

法
筑

大

大
橋

　
勝

男
＜

各
地

の
方

言
生

活
の

特
色

－
具

体
例

を
挙

げ
つ

つ
＞

　
関

東
　

夕
方

の
あ

い
さ

つ
方

言
生

活

国
文

学
解

釈
と

教
材

の
研

究
4
2
-
7

1
9
9
7
-
6

5
関

東
地

方
(島

嶼
部

含
む

)

研
究

論
文

：
言

語
生

活
昼

で
も

な
く
夜

で
も

な
い

微
妙

な
一

時
期

で
あ

る
夕

方
の

あ
い

さ
つ

の
地

域
性

を
生

活
や

環
境

と
の

関
わ

り
で

考
察

し
て

い
る

。

茨
大

加
藤

　
大

鶴
首

都
圏

に
お

け
る

外
来

語
平

板
ア

ク
セ

ン
ト

と
馴

染
み

度
早

稲
田

日
本

語
研

究
7

1
9
9
9
-
3

1
2

研
究

論
文

国
研

早
野

　
慎

吾
首

都
圏

の
新

方
言

形
チ

ッ
タ

名
古

屋
・
方

言
研

究
会

会
報

1
6

1
9
9
9
-
5

9
研

究
論

文
：
言

語
変

化
国

研

大
西

拓
一

郎
特

集
；
資

料
研

究
の

現
在

－
－

方
言

資
料

の
現

在
日

本
語

の
研

究
（
日

本
語

学
会

）
4
-
1

2
0
0
8
-
1

1
2

研
究

論
文

茨
大
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大
西
拓
一
郎

リ
レ
ー
連
載
；
言
語
学
者
の
道
具
箱
（
1
）
－
－

M
A
N
D
A
R
A
で
描
く
言
語
地
図
（
1
）
M
A
N
D
A
R
A

の
導
入

言
語
（
大
修
館
書
店
）

3
7
-
1

2
0
0
8
-
1

6
研
究
論
文

茨
大

李
香
蘭

日
本
語
に
お
け
る
外
来
語
ア
ク
セ
ン
ト
型
の
地

域
方
言
の
差

日
本
文
化
学
報
（
日
本

語
学
会
）
4
-
4

2
0
0
8
-
2

1
4

研
究
論
文
：
ア
ク
セ
ン
ト

国
研

大
西
拓
一
郎

リ
レ
ー
連
載
；
言
語
学
者
の
道
具
箱
（
2
）
－
－

M
A
N
D
A
R
A
で
描
く
言
語
地
図
（
2
）
白
地
図
を
作

言
語
（
大
修
館
書
店
）

3
7
-
2

2
0
0
8
-
2

6
研
究
論
文

茨
大

大
西
拓
一
郎

リ
レ
ー
連
載
；
言
語
学
者
の
道
具
箱
（
3
）
－
－

M
A
N
D
A
R
A
で
描
く
言
語
地
図
（
3
）
言
語
地
図
を

描
こ
う
（
1
）

言
語
（
大
修
館
書
店
）

3
7
-
3

2
0
0
8
-
3

6
研
究
論
文

茨
大

三
樹
陽
介

首
都
圏
方
言
の
形
容
詞
ア
ク
セ
ン
ト
の
多
様
性

国
学
院
大
学
大
学
院
紀

要
　
文
学
研
究
科
3
9

2
0
0
8
-
3

1
2
首
都
圏

研
究
論
文
：
ア
ク
セ
ン
ト

国
研

木
野
景
子

首
都
圏
方
言
に
お
け
る
母
音
の
無
声
化
と
ア
ク

セ
ン
ト
核
の
移
動
に
つ
い
て

国
語
研
究
（
国
学
院
大

学
研
究
会
）
7
1

2
0
0
8
-
3

1
2
首
都
圏

研
究
論
文
：
ア
ク
セ
ン
ト

国
研

井
上
博
文

方
言
性
向
語
彙
の
比
喩
語
　
農
業
地
域
と
漁
業

地
域
と
の
対
照

学
大
国
文
（
大
阪
教
育

大
学
）
5
1

2
0
0
8
-
3

1
8

研
究
論
文
：
語
彙

茨
大

玉
懸
元

方
言
終
助
詞
の
分
析
法
を
考
え
る

中
京
国
文
学
（
中
京
大

学
国
文
学
会
）
2
7

2
0
0
8
-
3

9
研
究
論
文

茨
大

大
西
拓
一
郎

方
言
文
法
と
分
布

日
本
語
文
法
（
日
本
語

文
法
学
会
）
8
-
1

2
0
0
8
-
3

1
6

研
究
論
文
：
文
法

茨
大

大
西
拓
一
郎

リ
レ
ー
連
載
；
言
語
学
者
の
道
具
箱
（
4
）
－
－

M
A
N
D
A
R
A
で
描
く
言
語
地
図
（
4
）
言
語
地
図
を

描
こ
う
（
2
）

言
語
（
大
修
館
書
店
）

3
7
-
4

2
0
0
8
-
4

6
研
究
論
文

茨
大

藤
本
雅
子

特
集
；
話
し
言
葉
の
日
本
語
－
－
話
し
言
葉
の

音
声
　
方
言
音
声
の
音
響
的
特
徴
と
そ
の
生
成

に
関
わ
る
生
理
学
的
要
因
　
東
京
方
言
と
大
阪

方
言
に
お
け
る
母
音
無
声
化
の
比
較

日
本
語
学
（
明
治
書
院
）

2
7
-
5

2
0
0
8
-
4

1
2

研
究
論
文

茨
大

大
西
拓
一
郎

リ
レ
ー
連
載
；
言
語
学
者
の
道
具
箱
（
5
）
－
－

M
A
N
D
A
R
A
で
描
く
言
語
地
図
（
5
）
レ
イ
ヤ
を
使

う

言
語
（
大
修
館
書
店
）

3
7
-
5

2
0
0
8
-
5

6
研
究
論
文

茨
大

大
西
拓
一
郎

リ
レ
ー
連
載
；
言
語
学
者
の
道
具
箱
（
6
）
－
－

M
A
N
D
A
R
A
で
描
く
言
語
地
図
（
6
・
最
終
回
）
分

布
を
比
べ
る

言
語
（
大
修
館
書
店
）

3
7
-
6

2
0
0
8
-
6

7
研
究
論
文

茨
大

三
樹
陽
介

首
都
圏
方
言
の
形
容
詞
ア
ク
セ
ン
ト
の
複
雑
さ

「
－
ク
ナ
イ
」
「
－
ク
ナ
ル
」
の
形
を
例
に

国
学
院
雑
誌
（
国
学
院

大
学
）
1
0
9
-
7

2
0
0
8
-
7

1
5
首
都
圏

研
究
論
文
：
ア
ク
セ
ン
ト

茨
大

山
岸
智
子

<
資
料
>
撥
音
の
長
さ
に
よ
る
知
覚
の
差
　
首
都

圏
方
言
話
者
と
近
畿
方
言
話
者

社
会
言
語
科
学
（
社
会

言
語
科
学
会
）
1
1
-
1

2
0
0
8
-
8

6
首
都
圏
、
他

研
究
論
文
：
音
声

筑
大
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【
方
言
論
文
(資
料
)：
関
東
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

S
h
p
o
rt

,Ir
in

a 
A

.;
G

u
io

n
,S

u
sa

n
 G

.
T
h
e
 E

ff
e
c
t 

o
f 
S
e
gm

e
n
ta

l 
S
tr

u
c
tu

re
 o

n
 F

0
P

at
te

rn
s 

o
f 
W

o
rd

s 
in

 T
o
ky

o
 J

ap
an

e
se

.
音
声
研
究
（
日
本
音
声

学
会
）
1
2
-
2

2
0
0
8
-
8

1
3
東
京

研
究
論
文
：
音
声

筑
大

田
中
ゆ
か
り

「
気
づ
き
に
く
く
変
わ
り
や
す
い
方
言
」
　
首
都
圏

に
お
け
る
Ⅰ
類
動
詞
連
用
形
尾
高
型
の
消
失

論
集
(ア
ク
セ
ン
ト
史
資

料
研
究
会
）
4

2
0
0
8
-
9

1
7
首
都
圏

研
究
論
文
：
ア
ク
セ
ン
ト

筑
大

土
岐
哲

調
査
者
に
応
じ
た
被
調
査
者
の
モ
ー
ド
切
替
と

音
声
の
質
的
変
化

論
集
(ア
ク
セ
ン
ト
史
資

料
研
究
会
）
4

2
0
0
8
-
9

9
研
究
論
文

筑
大

高
田
三
枝
子

日
本
語
語
頭
有
声
閉
鎖
音
の
V
O
T
に
関
す
る

全
国
的
分
布
パ
タ
ン

日
本
語
の
研
究
（
日
本

語
学
会
）
4
-
4

2
0
0
8
-
1
0

1
4

研
究
論
文
：
音
声

茨
大

沢
村
美
幸

＜
葬
式
＞
を
表
す
方
言
分
布
の
形
成
と
社
会
的

要
因

日
本
語
の
研
究
（
日
本

語
学
会
）
4
-
4

2
0
0
8
-
1
0

1
5

研
究
論
文

茨
大

日
高
水
穂

特
集
；
〔
例
解
〕
日
本
語
の
条
件
表
現
　
言
語
に

「
も
し
」
が
な
か
っ
た
ら
？
－
－
「
そ
こ
に
車
を
止

め
れ
ば
ダ
メ
で
す
」
　
標
準
語
と
方
言
の
意
味
の

言
語
（
大
修
館
書
店
）

3
7
-
1
0

2
0
0
8
-
1
0

8
研
究
論
文

茨
大

井
上
文
子

特
集
；
日
本
語
は
こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
－
－
方

言
　
方
言
文
法
に
つ
い
て

日
本
語
学
（
明
治
書
院
）

2
7
-
1
2

2
0
0
8
-
1
0

1
2

研
究
論
文
：
文
法

茨
大

土
井
清
史

ワ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
旅
　
カ
メ
ラ
で
集
め
た

方
言

こ
と
ば
と
く
ら
し
(新
潟
県

こ
と
ば
の
会
）
2
0

2
0
0
8
-
1
0

4
研
究
論
文

国
研

E
b
at

a,
Y
o
sh

io

T
h
e
 N

e
w

 M
e
th

o
d
 a

n
d 

F
in

di
n
gs

 o
f

G
e
o
lin

gu
is

ti
c
s,

 U
si

n
g 

L
in

gu
is

ti
c
 A

tl
as

e
s

fr
o
m

 E
ve

ry
 D

e
c
ad

e
 w

it
h
 r

e
ga

rd
 t

o
 t

h
e

P
h
ra

se
 "

It
 w

ill
 b

e
 f
in

e
to

m
o
rr

o
w

."
.D

ia
le

c
to

lo
gi

a 
e
t 

G
e
o
lin

gu
is

ti
c
s

J
o
u
rn

al
 o

f 
th

e
In

te
rn

at
io

n
al

 S
o
c
ie

ty
fo

r 
D

ia
le

c
to

lo
gy

 a
n
d

G
e
o
lin

gu
is

ti
c
s 

1
6

2
0
0
8
-
1
1

1
5

研
究
論
文

山
岸
智
子

撥
音
の
長
さ
と
感
情
的
印
象
　
首
都
圏
方
言
話

者
と
近
畿
方
言
話
者

音
声
言
語
（
近
畿
音
声

言
語
研
究
会
）
6

2
0
0
8
-
1
2

1
3
首
都
圏
、
他

研
究
論
文
：
音
声

国
研

轟
木
靖
子

東
京
語
の
終
助
詞
の
音
調
と
機
能
の
対
応
に

つ
い
て
　
内
省
に
よ
る
考
察

音
声
言
語
（
近
畿
音
声

言
語
研
究
会
）
6

2
0
0
8
-
1
2

2
4

研
究
論
文
：
音
声

国
研

田
頭
（
谷
口
）
未

希
P
N
L
P
の
音
声
特
徴
　
首
都
圏
方
言
話
者
を
例

に
音
声
言
語
（
近
畿
音
声

言
語
研
究
会
）
6

2
0
0
8
-
1
2

1
4

研
究
論
文
：
音
声

国
研

山
岸
智
子

<
研
究
ノ
ー
ト
>
　
日
本
語
母
語
話
者
の
撥
音
の

長
さ
に
関
す
る
規
範
意
識
　
首
都
圏
方
言
話
者

と
近
畿
方
言
話
者

音
声
研
究
（
日
本
音
声

学
会
）
1
2
-
3

2
0
0
8
-
1
2

1
1

研
究
論
文
：
音
声

筑
大
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【
方
言
論
文
(資
料
)：
茨
城
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

田
口
　
美
雄

茨
城
縣
方
言
の
考
察

茨
城
県
郷
土
研
究
誌

県
南

研
究
論
文

標
準
語
と
著
し
く
異
な
る
も
の
7
5
0
語
を
蒐
集

し
、
音
韻
と
語
法
の
二
方
面
に
つ
い
て
特
徴
を

述
べ
て
い
る
。

川
角
　
寅
吉

常
陸
地
方
方
言

風
俗
画
報
1
4
0

1
8
9
7
-
5

稲
敷
郡
西
南

部

俚
言
(方
言
)集

共
通
語
(標
準
語
)と
の
対
応
表
記

7
7
語
(動
物
4
3
語
、
植
物
3
4
語
)収
録

茨
大
・
筑
大

川
角
　
寅
吉

常
陸
地
方
方
言

風
俗
画
報
1
4
6

1
8
9
7
-
8

稲
敷
郡
西
南

部

俚
言
(方
言
)集

共
通
語
(標
準
語
)と
の
対
応
表
記

1
4
0
号
の
訂
正
(動
物
5
語
、
植
物
2
語
)

他
、
新
た
に
9
4
語
(人
倫
4
5
語
、
身
体
2
8
語
、
天

文
時
令
8
語
、
地
理
1
3
語
)収
録

茨
大
・
筑
大

雲
霞
庵
花
山

常
陸
潮
来
町
方
言

風
俗
画
報
2
6
2

1
9
0
3
-
1

潮
来
町

(現
：
潮
来
市
)

俚
言
(方
言
)集

・
鼻
濁
音
の
単
語
4
語
(蛙
、
人
参
、
大
根
、
西

瓜
)

・
潮
来
地
方
独
特
の
俚
言
2
7
語
(動
詞
3
語
、
名

詞
2
2
語
、
形
容
詞
1
語
、
接
続
語
1
語
)

茨
大
・
筑
大

安
楽
居
善
子

結
城
地
方
方
言

風
俗
画
報
3
3
2

1
9
0
6
-
1

結
城

俚
言
(方
言
)集

筑
大
（
複
製
）

横
田
　
暁
峯

水
戸
市
の
方
言

風
俗
画
報
3
6
4

1
9
0
7
-
6

水
戸

俚
言
(方
言
)集

筑
大
（
複
製
）

蘆
の
円
屋

常
陸
の
方
言
東
南
地
方

風
俗
画
報
3
6
6

1
9
0
7
-
7

俚
言
(方
言
)集

筑
大
（
複
製
）

東
宮
鉄
真
呂

猿
島
郡
方
言
表

人
類
学
会
雑
誌
（
4
）

猿
島
郡

俚
言
(方
言
)集

東
宮
鉄
真
呂

猿
島
郡
方
言
表

人
類
学
会
雑
誌
（
3
9
）

猿
島
郡

俚
言
(方
言
)集

筑
大

田
口
　
美
雄

茨
城
方
言
の
考
察

国
語
教
育
1
6
-
9

1
9
3
1
-
9

8
研
究
論
文

茨
大
・
筑
大

三
谷
　
栄
一

茨
城
県
北
相
馬
郡
川
原
代
村
方
言
集

方
言
誌
3

1
9
3
2
-
8

1
1
北
相
馬
郡
川

原
代
村
(現
：

龍
ヶ
崎
市
)

俚
言
(方
言
)集

国
研

鈴
木
英
次
郎

茨
城
県
那
珂
郡
大
宮
町
の
方
言

田
舎
8

1
9
3
4
-
9

那
珂
郡
大
宮

町
(現
：
常
陸

大
宮
市
)

俚
言
(方
言
)集

国
研

村
岡
　
　
豊

茨
城
県
三
兵
地
方
の
言
語
の
音
韻
現
象

声
音
教
育
3
-
1
1

1
9
3
6
-
1
1

8
研
究
論
文

国
研

小
川
　
　
荘

茨
城
県
南
部
方
言
集

土
の
香
1
0
7

1
9
3
7
-
5

1
2

俚
言
(方
言
)集

田
口
　
美
雄

茨
城
県
方
言
の
考
察
、
主
と
し
て
音
韻
語
法
に

つ
い
て

研
究
誌

1
9
3
9
-
7

研
究
論
文
：

田
口
　
美
雄

茨
城
方
言
語
法
二
三
の
考
察

方
言
研
究
1
0

1
9
4
4
-
7

1
2

研
究
論
文

国
研

金
田
一
春
彦

一
型
ア
ク
セ
ン
ト
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
－
水
戸

方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト
型
に
つ
い
て
－

コ
ト
バ
復
7

1
9
4
8
-
9

7
研
究
論
文
：
ア
ク
セ
ン
ト

筑
大
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【
方
言
論
文
(資
料
)：
茨
城
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

田
口
　
美
雄

こ
と
ば
風
土
記
（
茨
城
）

言
語
生
活
2

1
9
5
2
-
2

1
霞
ヶ
浦
沿
い

談
話
資
料

1
9
5
1
年
初
冬
の
朝
、
農
夫
(7
0
歳
前
後
)と
川
魚

行
商
婦
(6
2
・
3
歳
)の
会
話
の
文
字
化

茨
大
・
筑
大
・
茨
キ

リ
・
常
磐
大

佐
藤
　
正
巳

茨
城
県
の
植
物
方
言
（
予
報
）

山
形
農
林
学
会
報
3
・
4

1
9
5
3
-
5

7
俚
言
( 方
言
) 集

茨
大
(農
)

浅
野
　
長
雄

茨
城
県
海
産
魚
類
の
方
言
に
つ
い
て

県
立
那
珂
湊
水
産
高
校

1
9
5
6
-
1

3
3
県
内
全
域

研
究
論
文
・
俚
言
(方
言
)集

魚
類
の
方
言
1
2
6
種
と
そ
の
解
説
。

標
準
和
名
、
魚
種
の
分
布
範
囲
、
最
大
体
長
、

漁
獲
数
の
多
寡
、
方
言
と
そ
の
方
言
を
使
う
地

域
の
分
布
に
つ
い
て
解
説
。

県
図

米
川
　
三
男

茨
城
県
鹿
島
郡
の
こ
と
ば

言
語
生
活
5
3

1
9
5
6
-
2

2
鹿
島
郡
北
部

（
現
：
鉾
田
市
）

研
究
論
文

仙
台
の
こ
と
ば
と
鹿
島
郡
の
言
葉
の
類
似
点

を
例
示
、
説
明
。

茨
大
・
筑
大
・
県
図
・

茨
キ
リ
・
常
磐
大

江
面
　
静
彦

発
音
平
易
化
の
現
象
？
（
こ
と
ば
風
土
記
）

言
語
生
活
5
7

1
9
5
6
-
6

1
古
河
市

研
究
論
文

猿
島
郡
で
の
「
だ
ん
べ
え
」
使
用
。
→
4
例
を
挙

げ
て
説
明
。

方
向
を
示
す
助
詞
と
位
置
を
表
す
助
詞
の
混

同
、

「
ヒ
」
を
「
シ
」
と
発
音
す
る
こ
と
。

茨
大
・
筑
大
・
県
図
・

茨
キ
リ
・
常
磐
大

野
元
　
菊
雄

茨
城

〔
N
H
K
国
語
講
座
　
方
言

の
旅
〕

1
9
5
6
-
9

6
新
治
郡
葦
穂

村 （
現
：
石
岡
市
)

談
話
資
料

朝
、
男
の
人
が
女
の
人
の
家
を
訪
ね
た
と
こ
ろ

の
会
話
の
談
話
の
文
字
化
と
解
説
。

茨
大
・
県
図

宮
島
　
達
夫

「
土
」
と
茨
城
弁

言
語
生
活
6
1

1
9
5
6
-
1
0

5
結
城
郡
石
下

町
国
生

(現
：
常
総
市
)

研
究
論
文

長
塚
節
の
小
説
『
土
』
に
お
け
る
方
言
(発
音
・

文
法
・
語
彙
な
ど
)の
考
察

茨
大
・
筑
大
・
県
図
・

茨
キ
リ
・
常
磐
大

岡
崎
　
有
隣

日
立
市
久
慈
浜
地
方
の
音
韻
現
象

音
声
学
会
会
報
9
4

1
9
5
7
-
8

3
日
立
市
久
慈

浜
地
方

研
究
論
文

筑
大

宮
島
　
達
夫

現
代
文
学
と
方
言
　
現
代
文
学
と
茨
城
弁

N
H
K
国
語
講
座
3
-
5

1
9
5
7
-
9

2
研
究
論
文

国
研

田
沢
　
　
新

澄
む
か
濁
る
か
「
水
海
道
」
の
場
合

放
送
文
化
1
3
-
1

1
9
5
8
-
1

2
研
究
論
文

筑
大
・
常
磐
大

杉
山
　
十
祐

常
陸
の
方
言

言
語
生
活
7
9

1
9
5
8
-
4

2

研
究
論
文

常
陸
方
言
の
特
質
2
点
(夫
婦
・
親
子
・
老
若
の

区
別
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
、
話
の
運
び
方
の

特
徴
)の
指
摘
と
説
明
。

茨
大
・
筑
大
・
県
図
・

茨
キ
リ
・
常
磐
大
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【
方
言
論
文
(資
料
)：
茨
城
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

宮
島
　
達
夫

方
言
の
語
イ
体
系
　
－
茨
城
方
言
の
形
容
詞
を

例
に
し
て
－

国
語
学
3
6

1
9
5
9
-
3

1
8
水
海
道
市
中

妻
町

(現
：
常
総
市
)

研
究
論
文

茨
城
方
言
の
形
容
詞
を
例
に
挙
げ
て
記
述
し
、

標
準
語
の
体
系
と
比
較
。

茨
大
・
筑
大
・
茨
キ
リ

宮
島
　
達
夫

方
言
の
実
態
と
共
通
語
化
の
問
題
　
福
島
・
茨

城
・
栃
木

〔
方
言
学
講
座
〕
2

1
9
6
1
-
3

2
8
福
島
、
茨
城
、

栃
木

研
究
論
文

や
や
特
色
の
う
す
い
東
北
方
言
地
帯
の
福
島
・

茨
城
・
栃
木
の
三
県
の
特
徴
(「
一
型
ア
ク
セ
ン

ト
」
で
あ
る
こ
と
、
「
シ
・
ス
」
「
チ
・
ツ
」の

混
同
が

な
い
こ
と
、
語
中
の
濁
音
の
前
に
鼻
音
が
は
い

ら
な
い
こ
と
）
の
指
摘
と
説
明
。

茨
大
・
筑
大
・
県
図

国
語
教
育

科
学
研
究
会

言
語
調
査
－
茨
城
県
水
海
道
市
に
お
け
る
音

韻
の
調
査
－

国
語
教
育
科
学
2
-
4

1
9
6
2
-
4

4
水
海
道
市

(現
：
常
総
市
)
研
究
論
文

国
研

石
馬
　
賢
洲

大
野
村
地
方
の
方
言

〔
茨
城
の
民
俗
〕
5

1
9
6
7
-
2

2
大
野
村
(現
：

鹿
嶋
市
)

俚
言
(方
言
)集

1
1
8
語
収
録
(あ
行
…
2
4
語
、
か
行
…
2
8
語
、
さ

行
…
1
4
語
、
た
行
…
1
3
語
、
な
行
…
9
語
、
は

行
…
1
9
語
、
ま
行
…
6
語
、
や
行
…
2
語
、
ら
行

…
2
語
、
わ
行
…
1
語
)

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
日
立
十

王
・
取
手
・
土
浦
・
石

岡
・
神
栖
中
央

金
沢
　
直
人
ほ
か

茨
城
県
の
氷
柱
方
言
の
分
布

〔
茨
城
の
民
俗
〕
5

1
9
6
7
-
2

7
全
県
域

研
究
論
文

茨
城
県
に
お
け
る
氷
柱
方
言
の
分
布
に
つ
い

て
の
調
査
。

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
日
立
十

王
・
取
手
・
土
浦
・
石

岡
・
神
栖
中
央

鼓
　
　
乙
音

水
郷
玉
造
を
中
心
と
し
た
方
言
（
続
）

〔
茨
城
の
民
俗
〕
5

1
9
6
7
-
2

2
玉
造

(現
：
行
方
市
)

俚
言
(方
言
)集

7
2
語
収
録
(あ
行
…
1
2
語
、
か
行
…
1
2
語
、
さ

行
…
1
0
語
、
た
行
…
1
3
語
、
な
行
…
2
語
、
は

行
…
1
6
語
、
ま
行
…
4
語
、
や
行
…
2
語
、
わ
行

…
1
語
)

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
日
立
十

王
・
取
手
・
土
浦
・
石

岡
・
神
栖
中
央

広
瀬
金
之
介

水
戸
の
方
言
　
－
水
戸
地
方
の
方
言
資
料
（
1
）

の
追
加
－

〔
茨
城
の
民
俗
〕
5

1
9
6
7
-
2

2
水
戸

俚
言
(方
言
)集

7
1
語
収
録
(あ
行
…
1
3
語
、
か
行
…
1
1
語
、
さ

行
…
4
語
、
た
行
…
1
6
語
、
な
行
…
2
語
、
は
行

…
1
9
語
、
ま
行
…
2
語
、
や
行
…
4
語
)

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
日
立
十

王
・
取
手
・
土
浦
・
石

岡
・
神
栖
中
央

根
本
今
朝
男

茨
城
北
部
方
言
の
一
断
面

ほ
う
げ
ん
3

1
9
6
7
-
3

2
研
究
論
文

国
研
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【
方
言
論
文
(資
料
)：
茨
城
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

大
久
保
錦
一

地
名
「
潮
来
」
に
つ
い
て

〔
茨
城
の
民
俗
〕
6

1
9
6
7
-
1
2

4
潮
来

(現
：
潮
来
市
)

研
究
論
文

潮
来
の
地
名
に
つ
い
て
の
考
察
(「
イ
タ
コ
」
の

地
名
の
発
生
と
漢
字
表
記
に
つ
い
て
)。

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
取
手
・
石

岡
・
ゆ
う
き
・
下
妻
・

神
栖
中
央

佐
藤
　
次
男

茨
城
県
の
地
名
研
究
ノ
ー
ト

〔
茨
城
の
民
俗
〕
6

1
9
6
7
-
1
2

2
0

研
究
論
文

茨
城
県
の
地
名
に
関
す
る
研
究
。

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
取
手
・
石

岡
・
ゆ
う
き
・
下
妻
・

神
栖
中
央

長
久
保
光
明

地
名
に
つ
い
て
の
考
察
　
－
浜
街
道
を
め
ぐ
っ

て
－

〔
茨
城
の
民
俗
〕
6

1
9
6
7
-
1
2

6
高
萩
市
、
北

茨
城
市

研
究
論
文

地
名
の
概
念
、
行
政
上
の
区
分
に
つ
い
て
述

べ
た
上
で
、
浜
街
道
・
陸
前
浜
街
道
を
説
明
。

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
取
手
・
石

岡
・
ゆ
う
き
・
下
妻
・

神
栖
中
央

下
村
　
淑
子

茨
城
県
岩
井
町
方
言
に
つ
い
て

国
文
目
白
7

1
9
6
8
-
3

1
1
岩
井
町
(現
：

坂
東
市
)

研
究
論
文

国
研
・
筑
大

石
馬
　
賢
洲

大
野
村
地
方
の
方
言
（
追
加
）

〔
茨
城
の
民
俗
〕
7

1
9
6
8
-
1
2

1
大
野
村
(現
：

鹿
嶋
市
)

俚
言
(方
言
)集

3
1
語
収
録
(あ
行
…
1
1
語
、
か
行
…
7
語
、
さ
行

…
3
語
、
た
行
…
3
語
、
な
行
…
1
語
、
は
行
…
1

語
、
ま
行
…
1
語
、
や
行
…
1
語
、
ら
行
…
2
語
、

わ
行
…
1
語
)

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
日
立
十

王
・
取
手
・
石
岡
・
つ

く
ば
み
ら
い
・
ゆ
う

き
・
下
妻
・
神
栖
中

央
・
鹿
島
中
央
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【
方
言
論
文
(資
料
)：
茨
城
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

更
科
　
公
護

植
物
動
物
方
言
（
東
茨
城
郡
茨
城
町
下
土
師
・

昭
和
2
6
年
採
取
）

〔
茨
城
の
民
俗
〕
7

1
9
6
8
-
1
2

9
東
茨
城
郡
茨

城
町

俚
言
( 方
言
) 集

草
本
…
1
2
2
語
、
木
本
(灌
木
)…
3
3
語
、
菌
類

…
1
4
語
、
作
物
…
1
6
語
、
昆
虫
…
8
7
語
、
そ
の

他
(節
足
)…
6
語
、
貝
類
…
9
語
、
そ
の
他
…
3

語
、
魚
類
…
2
5
語
、
両
棲
類
…
1
0
語
、
爬
虫
類

…
4
語
、
鳥
類
…
3
2
語
、
獣
類
…
1
3
語
、
昆
虫

…
6
語
収
録

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
日
立
十

王
・
取
手
・
石
岡
・
つ

く
ば
み
ら
い
・
ゆ
う

き
・
下
妻
・
神
栖
中

央
・
鹿
島
中
央

石
馬
　
賢
洲

鹿
島
郡
大
野
地
方
の
方
言
（
3
）

〔
茨
城
の
民
俗
〕
1
0

1
9
7
1
-
1
1

1
大
野
村
(現
：

鹿
嶋
市
)

俚
言
(方
言
)集

5
9
語
収
録
(あ
行
…
1
5
語
、
か
行
…
1
5
語
、
さ

行
…
4
語
、
た
行
…
5
語
、
な
行
…
3
語
、
は
行

…
9
語
、
ま
行
…
2
語
、
や
行
…
4
語
、
ら
行
…
2

語
)

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
日
立
（
記

念
・
十
王
）
・
石
岡
・

常
総
・
神
栖
中
央

更
科
　
公
護

動
物
の
方
言
－
茨
城
町
の
方
言
－

〔
茨
城
の
民
俗
〕
1
0

1
9
7
1
-
1
1

3
東
茨
城
郡
茨

城
町

俚
言
(方
言
)集

家
畜
(メ
と
い
う
卑
語
を
語
尾
に
付
け
る
)、
虫
類

や
両
生
類
、
魚
類
(語
尾
に
コ
の
つ
く
も
の
が
多

い
)に
つ
い
て
例
(二
百
数
十
例
)を
挙
げ
な
が
ら

特
徴
を
解
説
。

筑
大
・
県
図
・
常
磐

大
・
水
戸
中
央
・
笠

間
・
常
陸
大
宮
・
常

陸
太
田
・
日
立
（
記

念
・
十
王
）
・
石
岡
・

常
総
・
神
栖
中
央

宮
島
　
達
夫

茨
城
県
方
言
資
料

〔
昔
話
研
究
資
料
叢
書

7
〕

1
9
7
2
-
5

1
6

東
茨
城
郡
美

野
里
町

(現
：
小
美
玉

市
)

方
言
資
料
：
昔
話
3
編
((
1
)「
継
子
と
笛
」
、
(2
)

「
額
田
の
た
っ
つ
ぁ
い
」
、
(3
)「
い
っ
ち
ゅ
う
栗
山

話
」
)

茨
大
・
県
図
・
茨
キ

リ
・
常
磐
大

野
尻
　
洋
一

那
珂
湊
の
自
然
発
話

フ
ィ
ー
ル
ド
の
歩
み
2

1
9
7
3
-
3

2
0
那
珂
湊
(現
：

ひ
た
ち
な
か

研
究
論
文
：
表
現

筑
大

野
尻
　
洋
一

磯
崎
の
潮
と
風

フ
ィ
ー
ル
ド
の
歩
み
3

1
9
7
3
-
3

6
磯
崎
(現
：
ひ

た
ち
な
か
市
)
随
想

筑
大

瀬
谷
義
彦

豊
崎
　
卓

方
言
<
茨
城
県
の
歴
史
　
付
録
>

〔
県
史
シ
リ
ー
ズ
8
〕

1
9
7
3
-
7

4
研
究
論
文
・
俚
言
集
・
方
言
資
料

茨
城
方
言
の
特
徴
の
指
摘
、
俚
言
1
5
1
語
、

「
額
田
の
た
っ
つ
ぁ
い
」

茨
大
・
筑
大
・
県
図
・

常
磐
大

山
口
　
幸
洋

私
の
聞
い
た
「
茨
城
一
型
」
ア
ク
セ
ン
ト

音
声
学
会
会
報
1
4
3

1
9
7
3
-
8

3
研
究
論
文

国
研

平
山
　
輝
男

地
域
社
会
の
変
移
と
言
語
と
の
関
係
　
茨
城
県

東
海
村
の
場
合

国
学
院
大
日
本
文
化
研

究
所
報
1
4
-
3

1
9
7
7
-
8

3
東
海
村

研
究
論
文

茨
大

松
本
八
千
代

茨
城
方
言
雑
記

音
声
学
会
会
報
1
5
8

1
9
7
8
-
7

2
筑
大
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【
方
言
論
文
(資
料
)：
茨
城
】

著
者

論
文
名

所
収
雑
誌

〔
単
行
本
〕
名
　
巻
・
号

発
行
年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書
情
報

宮
島
　
達
夫

高
萩
の
方
言
資
料

〔
高
萩
の
昔
話
と
伝
説
〕
1
9
8
0
-
1
0

高
萩
市

方
言
資
料
：
昔
話
4
編
(「
弁
当
が
仕
事
」
、
「
腰

巻
は
家
例
」
、
「
嘘
の
本
」
、
「
た
ろ
吉
と
も
く
助
」
)

の
文
字
化

茨
大
・
筑
大
・
県
図
・

常
磐
大
・
高
萩

更
科
　
公
護

鹿
島
線
沿
線
の
動
・
植
物
方
言

〔
国
鉄
鹿
島
線
沿
線
の

民
俗
〕

1
9
8
1
-
3

2
1

国
鉄
鹿
島
線

沿
線
(現
：
鹿

島
臨
海
鉄
道

大
洗
鹿
島
線

沿
線
)

研
究
論
文

鹿
島
線
沿
線
の
動
植
物
和
名
5
0
語
に
対
す
る

方
言
、
2
6
6
語
の
対
照
と
解
説
。

茨
大
・
筑
大
・
県
図
・

茨
キ
リ
・
神
栖
（
中

央
・
う
ず
も
）
・
鉾
田
・

鹿
島
中
央

金
沢
　
直
人

「
茨
城
の
方
言
」

茨
城
の
国
語
教
育
1

1
9
8
2
-
1

3
研
究
論
文

茨
大
・
県
図
・
水
戸

中
央

菅
谷
　
広
美

特
集
・
方
言
風
土
記
－
茨
城

言
語
1
6
-
9

1
9
8
7
-
8

2
随
想

茨
大
・
筑
大
・
茨
キ

リ
・
常
磐
大

宮
島
　
達
夫

「
茨
城
方
言
民
俗
語
辞
典
」
の
印
刷
と
検
索

日
本
語
学
1
0
-
1
0

1
9
9
1
-
1
0

7
研
究
論
文

筑
大
・
茨
キ
リ

大
橋
　
勝
男

日
本
諸
方
言
に
つ
い
て
の
記
述
的
研
究
（
2
2
）

茨
城
県
東
茨
城
郡
美
野
里
町
羽
鳥
方
言
に
つ

い
て

新
潟
大
学
教
育
学
部
紀

要
人
文
・
社
会
科
学
編

3
4
-
1

1
9
9
2
-
1
0

2
8
東
茨
城
郡

研
究
論
文

筑
大

佐
々
木
　
冠

水
海
道
方
言
に
お
け
る
閉
鎖
音
の
有
声
化

言
語
学
論
叢
（
筑
波
大

学
）
　
特
別
号

1
9
9
3
-
9

1
4
水
海
道
市

(現
：
常
総
市
)
研
究
論
文
：
音
声

筑
大
・
茨
キ
リ

原
　
　
香
織

い
わ
ゆ
る
「
尻
上
が
り
」
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
玉

造
町
に
お
け
る
調
査

言
語
・
文
化
研
究
（
東
京

外
国
語
大
学
）
1
2

1
9
9
4
-
3

1
0
玉
造
町

(現
：
行
方
市
)

研
究
論
文

9
人
の
茨
城
弁
話
者
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の

質
問
に
対
し
て
答
え
て
も
ら
っ
た
も
の
を
録
音

し
、
被
験
者
は
録
音
し
た
発
話
を
聞
き
な
が
ら

各
話
者
の
「
尻
上
が
り
」
度
合
い
や
頻
度
を
こ

た
え
る
形
式
で
調
査
を
行
っ
た
。
被
験
者
は
、

玉
造
中
学
校
父
兄
5
4
名
、
玉
造
中
学
3
年
生

の
生
徒
6
3
名
。
今
回
の
調
査
は
1
9
9
2
年
に

行
っ
た
が
、
1
9
9
1
年
に
も
ほ
ぼ
同
じ
調
査
(話

者
の
う
ち
8
名
の
発
話
は
今
回
と
同
一
)を
千
葉

県
で
行
っ
て
お
り
、
両
方
の
調
査
と
の
比
較
を

し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
る
。

茨
大

永
瀬
　
治
郎

霞
ヶ
浦
の
漁
業
語
彙

専
修
国
文
5
5

1
9
9
4
-
8

1
8

俚
言
(方
言
)集

筑
大

( 39 )



【
方

言
論

文
(資

料
)：

茨
城

】

著
者

論
文

名
所

収
雑

誌
〔
単

行
本

〕
名

　
巻

・
号

発
行

年
月

ペ
ー

ジ
数

地
域

内
容

蔵
書

情
報

山
田

　
伸

子
東

京
方

言
ア

ク
セ

ン
ト

の
習

得
と

中
間

方
言

の
形

成
　

茨
城

方
言

話
者

の
場

合
を

中
心

に
茨

城
大

学
人

文
学

部
紀

要
人

文
学

科
論

集
2
8

1
9
9
5
-
3

1
3

研
究

論
文

：
茨

城
方

言
話

者
の

ア
ク

セ
ン

ト
の

共
通

語
化

（
東

京
ア

ク
セ

ン
ト

習
得

）
茨

大
・
筑

大
・
県

図
・

常
磐

大
・
水

戸
中

央

S
as

ak
i, 

K
an

P
o
ss

e
ss

iv
e
, 
G

e
n
it
iv

e
 a

n
d
 A

d
n
o
m

in
al

L
o
c
at

iv
e
 i
n
 t

h
e
 M

it
su

ka
id

o
 D

ia
le

c
t.

〔
S
tu

di
e
s 

in
P

o
ss

e
ss

iv
e

 E
xp

re
ss

io
n
s;

A
re

p
o
rt

o
f 
th

e
 J

o
in

t 
R

e
se

ar
c
h

P
ro

je
c
t;

 A
n
al

ys
is

 a
n
d

D
e
sc

ri
pt

io
n
 o

f
 I
n
d
iv

id
u
al

 L
an

gu
ag

e
s

an
d

1
9
9
7
-
3

2
5

水
海

道
市

(現
：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
文

法

佐
々

木
冠

；
カ

ル
ヤ

ヌ
、

ダ
ニ

エ
ラ

水
海

道
方

言
の

連
体

修
飾

格
言

語
研

究
（
日

本
言

語
学

会
）
1
1
1

1
9
9
7
-
3

2
5

水
海

道
市

(現
：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
文

法
筑

大

早
野

　
慎

吾
茨

城
県

玉
造

方
言

の
変

化
伝

統
方

言
と

新
規

方
言

A
rs

 L
in

gu
is

ti
c
a,

L
in

gu
is

ti
c

S
tu

di
e
s 

o
f 
S
h
iz

u
o
ka

 4
1
9
9
7
-
5

1
5

玉
造

町
(現

：
行

方
市

)
研

究
論

文
国

研

佐
々

木
　

冠
二

重
対

格
構

文
と

ヲ
格

重
複

制
約

水
海

道
方

言
を

例
に

言
語

2
7
-
7

1
9
9
8
-
7

1
0

水
海

道
(現

：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
文

法
茨

大
・
筑

大
・
茨

キ
リ

・
常

磐
大

佐
々

木
　

冠
水

海
道

方
言

の
性

格
　

有
生

対
格

と
無

生
対

格
の

統
語

論
日

本
語

科
学

（
国

立
国

語
研

究
所

）
　

4
1
9
9
8
-
1
0

2
3

水
海

道
(現

：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
文

法
筑

大

佐
々

木
　

冠
希

求
構

文
の

統
語

論
水

海
道

方
言

の
場

合
言

語
学

論
叢

（
筑

波
大

学
）
　

1
8

1
9
9
9
-
1
2

1
5

水
海

道
(現

：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
文

法
筑

大

宮
島

　
達

夫
長

塚
節

　
『
土

』
　

の
方

言
は

わ
か

る
か

国
文

学
解

釈
と

鑑
賞

6
5
-

1
2
0
0
0
-
1

8

研
究

論
文

長
塚

節
の

小
説

『
土

』
で

使
わ

れ
て

い
る

方
言

2
0
語

に
つ

い
て

の
認

知
度

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

と
考

察
。

茨
大

・
筑

大
・
県

図
・

茨
キ

リ
・
常

磐
大

佐
々

木
　

冠
水

海
道

方
言

の
複

合
型

希
求

構
文

文
芸

言
語

研
究

　
言

語
篇

（
筑

波
大

学
）
　

3
7

2
0
0
0
-
3

5
5

水
海

道
市

(現
：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
文

法
茨

大
・
筑

大

佐
々

木
　

冠
水

海
道

方
言

の
使

役
文

文
芸

言
語

研
究

　
言

語
篇

（
筑

波
大

学
）
　

3
8

2
0
0
0
-
1
0

3
1

水
海

道
市

(現
：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
文

法
茨

大
・
筑

大

佐
々

木
　

冠
水

海
道

方
言

に
お

け
る

与
格

パ
タ

ー
ン

希
求

構
文

の
成

立
条

件

〔
意

味
と

形
の

イ
ン

タ
ー

ェ
ー

ス
中

右
実

教
授

還
暦

記
念

論
文

集
2
0
0
1
-
3

1
2

水
海

道
市

(現
：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
文

法
筑

大

S
as

ak
i,K

an
H

ar
de

n
in

g 
A

lt
e
rn

at
io

n
 i
n
 t

h
e
 M

it
su

ka
id

o
u

D
ia

le
c
t 

o
f 
J
ap

an
言

語
研

究
（
日

本
言

語
学

会
）
1
3
4

2
0
0
8
-
9

2
3

水
海

道
市

(現
：
常

総
市

)
研

究
論

文
：
音

声
・
音

韻
筑

大
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